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１．目的
本年実施した調査および試験研究結果から、特に留意を要する病害虫について注意を

喚起する。

２．方法
１）農作物有害動植物発生予察事業
２）突発および新発生病害虫診断試験および調査
３）各種の試験および調査

３．成果の概要
１）平成 年にやや多～多発した病害虫
( )水 稲：アカヒゲホソミドリカスミカメ
( )春まき小麦：赤かび病（初冬まき栽培）
( )菜 豆：タネバエ
( )た ま ね ぎ：乾腐病、タマネギバエ、ネギアザミウマ
( )ね ぎ：ネギアザミウマ
( )キ ャ ベ ツ：コナガ
( )り ん ご：キンモンホソガ

２）平成 年度に特に注意を要する病害虫
( )秋まき小麦の土壌病害

( )たまねぎのべと病

( )野菜・花きのアシグロハモグリバエ

( )りんごの腐らん病



３）新たに発生を認めた病害虫
( )大豆の紫斑病（耐性菌の出現） ( )

( )てんさい・レタスのアシグロハモグリバエ（新寄主）
( )

( )とうもろこしの紋枯病（新発生） Ｉ

( )ソラマメウイルトウイルス( )によるかぶのウイルス病（新発生）

( )アスパラガスのカンザワハダニ（新寄主）

( )オクラの半身萎凋病（新発生）

( )ヤーコンのエゾギクトリバ（新寄主） ( )
クロモンキノメイガ （新発生） ( )

( )トルコギキョウのえそ斑紋病（新発生）

( )プルーンの炭疽病（新発生）

( )トウキのコウノフタオアブラムシ（新寄主）

( )うどのヒメシロコブゾウムシ（新発生） ( )

( )こごみのクロアシコメツキモドキ（新寄主）

４．成果の活用面と留意点
ここに記載した病害虫について、特に今後の発生動向に注意する。

５．残された問題とその対応
１）各種病害虫の要防除水準の設定
２）簡易な調査方法とモニタリング手法の改善
３）発生変動要因の解明と発生予察法の改善
４）病害虫発生情報の収集および伝達の迅速化


